
大学等の分野ごとの研究力を把握するための
研究力分析データ公開（情報提供）

研究力
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自然科学研究機構
研究力強化推進本部

特任教授
小泉周

※特別研究促進費

「研究力分析指標」調査研究チーム

調（東工大）、清家（東北大）、

鳥谷（慶應大）、川本（北大）、

後藤（人間文化研究機構）



提供するデータ
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量
論文数（article, review, proceedings）
著書数（本）
著書数（本）分数

質
FWCI
Top1% 論文数
Top1% 割合
Top10% 論文数
Top10% 割合

厚み
institutional h5 index
institutional h10 index
active authors (5y)

国際性
国際共著論文数
国際共著論文率
国際共著機関数
CNI
CNI（分数）

量（総数）（論文数、著書数）
質（平均）：FWCI

Top1%, Top10%論文

厚み（institutional h5 index）

厚み（論文著者数active authors）
2



世界大学ランキングで使用されている
研究力分析指標と注意点

• ＴＨＥ世界大学ランキング

●量： 論文数／教員数（FTE） 著作本も含む

－論文数が多ければいいのか？「サラミ論文」の拡大
（※本来１つ論文にすべき内容だが、わざと、いくつもの論文にわけて発表すること）

－教員数は大学の自己申告に基づく（どのように数えたか？）

●質： 論文被引用数（FWCI）
－分野等での補正・平均 「平均」することで全体像の把握ができない？

• Ｑｓ世界大学ランキング

●質： 論文引用数／教員数（FTE）
－論文引用数が多い論文に依存

－教員数は大学の自己申告に基づく（どのように数えたか？）

その他：

●質： トップ論文（Top1%, Top10%論文）割合

－トップ論文偏重？

3従来の「量」、「質」の指標だけで、全体像を把握できるのか？
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「量」と「質」だけでは測れない大学
（分野）の強み

「厚み」概念の提案と その指標

研究力

※特別研究促進費

「研究力分析指標」調査研究チーム

小泉（自然）、調（東工大）、清家（東北大）、
鳥谷（慶應大）、川本（北大）、後藤（人間

文化研究機構）
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大学の分野ごとの研究力を見る
３つの側面

量 質
論文数
被引用数
など

Top1%論

文数・割
合など

厚み

大学のその分野
は、どのくらい層
が厚いのか？
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*# in circles = citations

University A
Total # of Publications: 9
Total # of Citations: 66
Average Citations per Publications: 7.3
# of Top Percentile Publications: 1

University B
Total # of Publications: 7
Total # of Citations: 47
Average Citations per Publications: 6.7
# of Top Percentile Publications: 0

Publication Set in Research Field X

52

5
1

11

3

1
1

1

「厚み」を見る指標（１）論文の集積による厚み

institutional h5-index （5は5年間の意味）
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ATSUMI metrics (for publications):
institutional h5-index 
(institutional h count over the past 5 years）
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Publication

# 
of

 c
ita

tio
ns

Publication

# 
of

 c
ita

tio
ns

Publications citations

#1 52

#2 5

#3 3

#4 1

… …

Publications citations

#1 9

#2 8

#3 8

#4 8

#5 7

#6 6

… …

3 6

University A University B
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*# in circles = citations

University A
Total # of Publications: 9
Total # of Citations: 66
Average Citations per Publications: 7.3
# of Top Percentile Publications: 1
ATSUMI institutional h5-index: 3

University B
Total # of Publications: 7
Total # of Citations: 47
Average Citations per Publications: 6.7
# of Top Percentile Publications: 0
ATSUMI institutional h5-index: 6

Publication Set in Research Field X

5
1

11

3

1
1

1
52

One lucky strike

「厚み」を見る指標（１）論文の集積による厚み

institutional h5-index （5は5年間の意味）

14



10

〇経営学分科（科研費分類）

機関名 経営学

神戸大学 800,730,000
早稲田大学 564,880,000
法政大学 399,500,000
一橋大学 362,700,000
京都大学 318,330,000
明治大学 294,600,000
東京大学 275,800,000
関西大学 272,370,000
東京工業大学 257,200,000
横浜国立大学 255,200,000
東北大学 231,320,000
同志社大学 227,080,000
大阪市立大学 225,280,000
立命館大学 221,040,000
北海道大学 218,570,000
青山学院大学 200,900,000
関西学院大学 172,170,000
日本大学 167,000,000
中央大学 164,600,000
慶應義塾大学 163,180,000

新規採択額（１０年）新規採択数（１０年）

機関名 経営学

神戸大学 128
早稲田大学 118
法政大学 74
関西大学 73
立命館大学 71
明治大学 66
一橋大学 66
横浜国立大学 59
京都大学 57
東北大学 54
同志社大学 53
青山学院大学 52
日本大学 51
東京大学 47
京都産業大学 47
北海道大学 46
慶應義塾大学 45
大阪市立大学 43
香川大学 37
筑波大学 37

（相対値、対数軸）

科研費の新規採択数と採択金額によって、大学
の「厚み」の特徴が把握できる

神戸大学は、経営学に「厚み」



厚み指標と科研費の新規採択額が相関
（東京工業大学 調麻佐志教授調べ）

歯学
※科研費の分科と、エルゼビア社の論文カテゴリーによる分野が、比較的一致している
※それぞれの点は、各大学の当該分野

厚み（10年） 量（論文数）

科研費・新規採択金額（過去１０年の総額）とinstitutional h10-index（厚み指標、１０年でとっ
たもの）、ならびに、量（論文数）の相関がみられる。他の分科でも似たような傾向を示す

科研費によって、大学の研究分野の「厚み」が支えられていると言えるのではないか。

新
規
採
択
金
額
（
１
０
年
間
の
総
額
、
円
）

新
規
採
択
金
額
（
１
０
年
間
の
総
額
、
円
）

１０億円

２０億円

３０億円

１０億円

２０億円

３０億円

４０億円

４０億円
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研究力を立体的にとらえる

13

量
論文数（article, review, proceedings）
著書数（本）
著書数（本）分数

質
FWCI
Top1% 論文数
Top1% 割合
Top10% 論文数
Top10% 割合

厚み
institutional h5 index
institutional h10 index
active authors (5y)

国際性
国際共著論文数
国際共著論文率
国際共著機関数
CNI
CNI（分数）

量（論文数、著書数） 質：FWCI

Top1%, Top10%論文

厚み（institutional h5 index）

厚み（active authors）



実例（１）トップ論文が強いが、厚みが弱い

14

信州大学

FWCI 2.33（>1.0） 極めて優秀
トップ論文、かなり高い

「厚み」（論文、研究者数）は弱い

ごく少数のトップ研究者、
トップ論文がこの分野を支
えている

山の形
逆さ富士型

※２０１１－２０１５年発表論文対象
２０１７年２月時点での数値



実例（２）トップ論文が弱いが、厚みがある
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岐阜大学

山の形
八ヶ岳型

FWCI 0.95（<1.0） 平均的
トップ論文、弱い

「厚み」（論文、研究者数）は強い
かなり特徴的

トップ論文は弱いが、「厚み」
に特徴がある

※２０１１－２０１５年発表論文対象
２０１７年２月時点での数値



実例（３）大学として、一つの分野に特化
した「厚み」
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帯広畜産大学

山の形
八ヶ岳型

大学として、一つの分野に
特化した「厚み」の強み

※２０１１－２０１５年発表論文対象
２０１７年２月時点での数値



開催報告ご紹介：ワークショップ

「研究戦略ワークショップ：
高度専門人材（URA、IRer）の役割」
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講 師：大阪大学経営企画オフィス講師 藤井翔太

概 要：大学の研究力向上のためにいかに研究戦略を立案するか、その研究戦略立
案に研究力分析指標をどのように活用するか、また、ＵＲＡなどの高度専門人材はど
のような役割を果たすべきか、についてとりあげるワークショップ（グループワークあり）
※エルゼビア・ジャパンより講師およびデータ協力



文科省大学

インプット
（生産要素）

アウトプット

（財・サービ
スの量・質）

アウトカム
（成果・結果）

取組の達成度評価（文科省）
（プロセス・アウトプット評価）

取 組 戦 略

運営費交付金
（大学の取組の規模に応じて
文科省が大学（部局）に配分）

法人化前（実質的には第2期まで） 第3期以降（特に指定国立）

大学

インプット
（生産要素）

アウトプット

（財・サービ
スの量・質）

アウトカム
（成果・結果）

取 組
（部局）

概算要求・指定国立
大学などの政策

（経営企画プロジェクト
を中心に支援）

②経営企画
（大学の戦略に基づく取組
計画、取組がスムーズに達

成できる体制構築）

戦 略
（本部）

文
科
省

③URA
（取組の順調な実行を支援）

①執行部
（戦略の策定）

文科省の大学評価へ
の対応

（IR・評価中心に支援）④IR・評価
（取組・戦略の評価・根拠データ・システム構築）

第3期以降の大学経営と戦略
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取組（Output）を
戦略（Outcome）
に結びつけるた
めのフレーム
ワーク作り



University of Edinburghの経営モデル

University of Edinburgh, Annual Report and Acounts 2015-16, 
from http://www.ed.ac.uk/files/atoms/files/uoe_annual_report_and_accounts_2015-16.pdf

明確な戦略モデルによ
るゴールの共有

↓
それを支えるのはレベ
ル毎に定められたKPI
と、配置された専門ス
タッフ
＊基準・「言語」の明
確化によるコミュニ
ケーションの円滑化

↓
意思決定の迅速化・明
確化

19



戦略 戦略 戦略

取組

目標→計画→実行→評価指標

ビジョン

戦略

ミッション

バリュー

６年

1年
取組

取組

従来の大学運
営＝ボトムアップ

取組

取組

取組

目標→計画→実行→評価指標

目標→計画→実行→評価指標

取組

２年

例えば中期計画の骨格

中期計画の各柱

Outcomes
どうなったか？何が変わったか？

教育
グローバル企業への
就職率の上昇
留学生増加

研究 論文の引用数
科研採択シェア

イノベーション 特許件数
実用化件数

Outputs 何がうみだされたか？
教育 プログラム受講者数

研究 論文数
プロジェクト数

イノベーション 投資件数

Impact
どんな影響を与えたか？

教育 リーダー人材の輩出
Reputation向上

研究 政策化
実用化・製品化

イノベーション 経済成長
産業全体への貢献

Process できたかどうか？
教育 新規開発した授業数

研究 科研申請件数

イノベーション プロポーザル受付件数

大学経営における経営企画・IR・URAの役割・機能

総
長

担当
理事

担当
部局

担当
事務部門
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戦略 戦略 戦略

取組

目標→計画→実行→評価指標

ビジョン

戦略

ミッション

バリュー

６年

1年
取組

取組

従来の大学運
営＝ボトムアップ

取組

取組

取組

目標→計画→実行→評価指標

目標→計画→実行→評価指標

取組

２年

例えば中期計画の骨格

中期計画の各柱

Outcomes
どうなったか？何が変わったか？

教育
グローバル企業への
就職率の上昇
留学生増加

研究 論文の引用数
科研採択シェア

イノベーション 特許件数
実用化件数

Outputs 何がうみだされたか？
教育 プログラム受講者数

研究 論文数
プロジェクト数

イノベーション 投資件数

Impact
どんな影響を与えたか？

教育 リーダー人材の輩出
Reputation向上

研究 政策化
実用化・製品化

イノベーション 経済成長
産業全体への貢献

Process できたかどうか？
教育 新規開発した授業数

研究 科研申請件数

イノベーション プロポーザル受付件数

大学経営における経営企画・IR・URAの役割・機能

総
長

担当
理事

担当
部局

担当
事務部門
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ただ取組の実施するのではなく、最終的な
アウトカムを想定し、この→をつなぐ流れ

をつくることがURAの役割

戦略や
取組を企
画するだ
けでなく、
整合性を
担保する
のが

経営企画
の役割

各レイ
ヤーの動
向をデー
タから把
握し、状
態異常を
発見する
のがIR
の役割

経営サイ
クルを回
すために
不可欠な
コミュニ
ケーショ
ンのハブ
に

文脈・フ
レーム
ワークが
共有され
ず、サイ
クルが回
らない事
が問題の
根幹



ご意見等、どうぞよろしくお願いいたし
ます。

連絡先：

自然科学研究機構 研究力強化推進本部 特任教
授 小泉周 （a.Koizumi@nins.jp）
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〇国際性を「厚み」の視点から探る 新指標CNI

• 大学の国際性を、連携機関数と発表論文数を用
いた「厚み」の視点で見ることができないか？

どれだけの外国機関と、どれだ
けの共著論文をだしているか？

機
関
Ａ

10

機
関
Ａ

1

より強い
つながり
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University 
A

University 
B

50

4
3

1

1

5

10

5

6

# publication： 31
# institutes： 5
International ＣＮＩ： 5

# publication： 60
# institutes： 6
International ＣＮＩ： 3

5

1

総数ならびに分数カウント
University  

Ａ

2 authors = 0.2 8 authors = 0.8

1 paper

institute publications

#1 10

#2 6

#3 5

#4 5

#5 5

… …

institute publications

#1 50

#2 4

#3 3

#4 1

#5 1

… …

国際性の「厚み」
Proposal：collaborative network index (CNI)
共著論文数で海外機関とのつながりの強さを測る



institution_name
Collaboration 
network指数

(分数)

Collaboration 
network指数

(整数)

国際共同研究
機関数

国際共著
論文数(整数)

国際共著率
論文数
(整数)

1東京大学 33 223 3,290 16,946 30.9 54,827
2東北大学 20 75 2,391 9,072 30.0 30,190
2京都大学 20 206 2,787 10,877 29.3 37,157
4大阪大学 17 204 2,378 8,220 25.6 32,047
5名古屋大学 14 206 2,166 6,069 28.3 21,420
5九州大学 14 200 2,193 5,888 26.4 22,269
6東京工業大学 13 206 1,759 5,234 28.3 18,475
7北海道大学 12 38 2,098 5,121 26.3 19,479
8筑波大学 10 211 1,795 4,059 28.3 14,345
9千葉大学 9 46 1,374 2,286 24.5 9,347
9神戸大学 9 201 1,384 2,528 23.8 10,625
9岡山大学 9 201 1,382 2,632 28.7 9,181
9広島大学 9 127 1,766 2,932 25.4 11,546
9慶應義塾大学 9 26 1,404 2,756 20.0 13,787

15信州大学 8 201 1,121 1,749 30.2 5,786
15徳島大学 8 16 750 1,075 20.4 5,265
15熊本大学 8 17 878 1,501 24.2 6,198
15早稲田大学 8 205 1,319 3,078 29.8 10,346
19東京医科歯科大学 7 21 1,121 1,243 22.1 5,613
19電気通信大学 7 15 531 1,098 26.8 4,094
19新潟大学 7 50 1,241 1,553 25.7 6,040
19富山大学 7 16 715 1,133 27.2 4,163
19金沢大学 7 22 938 1,324 20.4 6,483
19静岡大学 7 15 647 1,003 26.5 3,791
19名古屋工業大学 7 14 343 738 19.0 3,890
19佐賀大学 7 17 579 832 27.2 3,056
19長崎大学 7 17 1,043 1,307 24.1 5,415
19北陸先端科学技術大学院大学 7 11 371 816 33.0 2,473

・・・
73沖縄科学技術大学院大学 3 12 773 504 67.7 744
95京都教育大学 1 200 412 450 93.6 481

104宮城教育大学 0 21 142 95 62.5 152

※一部私立大学や、大学共同利用機関法人を除く
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institution_name
Collaboration 
network指数

(分数)

国際共同研究
機関数

Collaboration 
network指数

(整数)

国際共著論
文数(整数)

国際共著
FWCI

国際共
著率

論文数
(整数) FWCI

Harvard University 67 3,923 255 47,851 3.17 43.3 110,407 2.54 
University of Oxford 53 3,954 272 28,412 2.79 58.5 48,587 2.33 
University College London 51 3,931 260 28,586 2.57 54.1 52,864 2.07 
University of Cambridge 48 3,827 262 25,730 2.58 58.5 43,962 2.16 
Imperial College London 46 3,872 250 25,252 2.63 57.9 43,642 2.10 
National University of Singapore 45 3,528 97 21,094 2.13 56.1 37,628 1.83 
Stanford University 42 3,200 205 20,723 3.17 39.6 52,391 2.62 
Nanyang Technological University 37 2,662 75 15,874 2.25 54.7 29,027 2.01 
Peking University 34 2,685 184 13,969 2.15 28.2 49,564 1.39 
東京大学 33 3,290 223 16,946 2.04 30.9 54,827 1.34 
University of Hong Kong 33 2,980 105 13,517 1.95 66.0 20,480 1.68 
Massachusetts Institute of Technology 33 2,678 266 17,511 3.02 44.3 39,501 2.64 
Shanghai Jiaotong University 32 2,493 203 12,821 2.09 23.2 55,302 1.10 
Seoul National University 30 2,992 140 11,236 2.05 27.0 41,538 1.35 
University of California at Berkeley 30 2,798 187 15,394 2.99 42.1 36,568 2.57 
University of California at Los Angeles 30 3,046 172 17,086 3.06 37.2 45,990 2.28 
University of California at San Diego 28 2,936 153 15,435 2.85 40.4 38,220 2.31 
National Taiwan University 25 2,810 177 9,148 1.87 28.0 32,633 1.32 
California Institute of Technology 24 1,633 199 7,763 2.99 53.4 14,547 2.60 
University of Bristol 23 2,924 194 10,330 2.62 51.4 20,101 2.09 
Pennsylvania State University 22 2,710 85 11,646 2.34 33.3 34,976 1.76 
東北大学 20 2,391 75 9,072 1.79 30.0 30,190 1.24 
京都大学 20 2,787 206 10,877 1.77 29.3 37,157 1.24 
University of Chicago 20 2,428 186 8,684 3.44 36.5 23,779 2.40 
Purdue University 19 2,179 167 8,860 2.15 32.3 27,395 1.61 
Korea University 18 2,040 181 6,039 2.06 28.0 21,567 1.27 
University of California at Santa Barbara 18 1,678 150 6,275 2.70 44.7 14,049 2.42 
大阪大学 17 2,378 204 8,220 1.73 25.6 32,047 1.17 
SUNY Stony Brook 15 1,859 183 5,127 2.47 39.6 12,932 1.87 
Washington University St. Louis 15 2,198 68 7,054 3.97 29.0 24,320 2.48 
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